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安全指導部 

と地震の  
東日本大震災後，様々な情報や知識を目にすることも多かったと思います。再確認の参考にし

てください。 
① 震度階級 

これは震度階級表の一

部です。地震が起きたと

きどうなるかを表してい

ます。 

震度３ではほとんどの

ひとが揺れを感じる大き

さになります。震度４で

は，ほとんどの人が驚き，

電灯などつり下げている

ものは大きく揺れること

があります。震度５弱～

震度 7は右図のとおりで

す。緊急地震速報は，震度が５弱以上にな

りそうなときに放送されます。 

地震発生後にテレビやラジオで震度の

情報を得た後は，震度階級を避難時の参考

にしてください。 

 

② 歴史から見る地震発生時間 

日本は地震の多い国です。地震は昼夜問わ

ず発生し，いつ起こるかは分かりません。 

特に，東日本大震災以降，全国で震度６弱

以上の地震は２２回も起きていますが，その

うち児童生徒が学校にいるときに起こった

ものは，２回しかありません。「備えあれば

憂いなし」非常持出し袋の準備や避難訓練な

ど，家庭での備えも再確認しましょう。 

過去の地震災害の発生日時 

1923年 9月 1日 １１時５８分 
大正関東地震 
（関東大震災） 

1993年 7月 12日 ２２時１７分 北海道南西沖地震 

1995年 1月 17日  ５時４６分 
兵庫県南部地震 

（阪神・淡路大震災） 

2008年 6月 14日  ８時４６分 岩手・宮城内陸地震 

2011年 3月 11日 １４時４６分 
東北地方太平洋沖地震 

（東日本大震災） 

2016年 4月 14日 ２１時２６分 熊本地震 

緊急地震速報 
緊急地震速報は，地震の発生直後に，各地での強い揺れの到達時刻や震度を予想し，可能な限り素

早く知らせる情報のことです。強い揺れの前に，自らの身を守ったり，列車のスピードを落としたり，

あるいは工場等で機械制御を行うなどの活用がなされています。 

緊急地震速報を発表してから強い揺れが到達するまでの時間は，数秒から長くても数十秒程度と極

めて短く，震源に近いところでは速報が間に合いません。また，ごく短時間のデータだけを使った速

報であることから，予測された震度に誤差を伴うなどの限界もあります。上述のような緊急地震速報

を受けた場合には，直ちに避難行動をとりましょう。そのためにも，普段から使用するような教室等

では，安全な場所を確保し，周知しておきましょう。日常の防災が「生きる」につながります。 

「気象庁震度階級の解説」より 



 


